
第３回　羽村市まち・ひと・しごと創生計画懇談会　グループディスカッション

2015/07/31　201・202会議室

羽村市らしさ「はむらスタイル」について

グループ 議論内容 懇談会での発表（要約）

①岡委員、
田嶋委員、
山本（哲）委員

＜環境、立地＞
［らしさ］
　☆コンパクトさ。
「小さいぞ」　歩けるまち→みまもり　３世代

1000万のちがい　不動産

［住］　←　メリット　都内からみる　安い
西多摩では高い
空き家→尐ない？

流入しやすい。受け入れしてくれやすい。

町内会、自治会の存在

直売。健康。環境

・見守りの町
・ウォーキングでまわれる町

＜行政＞
水道代安い⇔税金高い？

＜子育て＞
・子育て医療費の軽減

●子育てしやすい。
病児保育。
☆　こども医療費無料。所得制限ない。←［社会教育］ゆとろぎ　体力

・20～30代の人が「子育て教育環境が整っている」と感じていることをアピールして
いけば、羽村市はいいところと感じてもらえる。
・羽村市が行っている「いいこと」を周知すると、ターゲットである20代～30代の人を
呼び込める。（例：ゆとろぎでの社会教育事業の周知。）
・都内と比べると羽村市の土地は安いが、近隣市と比べると高い。プロジェクト１の
定住促進として「羽村ｄｅいい家助成制度の導入」において、各方面で助成があれ
ば若い人が羽村市に住みやすい。

1



第３回　羽村市まち・ひと・しごと創生計画懇談会　グループディスカッション

2015/07/31　201・202会議室

羽村市らしさ「はむらスタイル」について
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②大和田副委員長、
山本（三）委員、
伊藤委員、
羽村委員

＜交通＞
青梅ライナーが停まる駅

＜環境＞
歩いて暮らせるまち

炭酸水（蛇口から）
サイクリング　シャワー
ランナーの飲み水

観光誘致

＜その他＞
おしゃれ

20代女子
おしゃれ（羽村独自の）

若者と企業をつなげる

・「歩いて暮らせる街」、「青梅ライナーが停まる駅」であれば、住みやすい。
・はむら若者フォーラムで出されたアイディアを実現できる街。そのためには企業と
の繋がりや市民の支援が必要。
・観光を誘致して若い人の目を引きこともよい。
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③池田委員、
宇津木委員、
寺島委員、
小林委員

＜学校・教育＞
[学区をなくす]

羽村に良い私立小学校を！！

質を良くする！！

学区を無くし、自由に学校を選べる。

いい学校がある
・質のいい事業をつくる。
・義務教育でいいレベルの教育をする。→学区をなくす

小学校を私立

スーパー
・進学校の誘致
・地方の進学校（私学）の誘致

＜環境＞
魅力的な住宅

住みやすい
商業施設の充実
まわりやすい

水道料金が安い。

自転車が活用できるサイクリングロードの整備

・羽村市の質をレベルアップする。
・学校がいいと人が集まる。
・学区域を外し、どの学校にでも通学可能にし、学校同士の良さを築く。
・私立小中学校の誘致や、杏林大学との提携による付属小学校などの設立。
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④勝山委員、
髙橋委員、
渋谷委員

＜人＞
近所の付き合い方

助けあえる

人の距離が近い

＜子育て＞

空店舗の保育園化

子育てに携わる方々の労働環境改善

＜その他＞

行政指導型ではなく、市民が主導で行う。

民間施設の開放

今の羽村を大切にする。

今、羽村に「あるもの」

・羽村市は、優しい人が多く、協力し合え、人との距離が近い。人とのつながりを強
化すれば、住みやすい。人同士が近ければ、隣近所で子どもを預かってくれるよう
な関係も築ける街になる。
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